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　みなさん、こんにちは。

　昨年８月24日に、第33代仙台市長として登庁して

から、早や７ヶ月が過ぎ、３月の第一回定例会では、

私にとって初めての通年の予算である平成22年度予

算及び組織改正を含む各般の条例等を可決いただく

ことができました。

　予算、組織、人事と行政の仕事を進める上での３

つのツールがそろい、いよいよ本格的な市政運営の

エンジン始動と新たな気持ちでおりました矢先、去

る４月４日、藤井元市長さんがご逝去なされました。

昨年の春に肺がんが見つかり、５月に手術。７月の

選挙期間中には、ご自宅でご静養しておられました

が、応援のマイクを握ることができないのが残念だ

とおっしゃって、メッセージを寄せていただいたの

が、昨日のことのように思い出されます。

　藤井元市長さんには、これからも折につけ、ご意

見をいただきたいと思っておりましたのに、本当に

残念でなりません。この上は、末永く、21世紀杜の

都仙台の発展を見守っていただきたいと願っており

ます。

　さて、藤井元市長さんが進められた市政の基本が、

市民とともに歩む市民協働の精神にあったことは、

誰しも知るところですが、私もまた、まちづくりの

仙台市長　奥山恵美子

新しい風を杜の都へ

根本動力は、市民の方々の夢や願いの中にあると信

じるもので、そうした多くの方々の思いや願いを受

け止め、掘り起こし、練り上げて、政策として形に

し、ごいっしょに推進していくのが、市役所の役目

ではないかと思っております。

　今年の施政方針の中で、私は、新年度を「市民の

みなさんと社会の諸課題・潮流に先駆的に向き合

い、市民のみなさんの暮らしの真の豊かさを実現し

ていくための『行動する市民力』発動の元年にした

い」と申し上げました。

　企画調整局から独立させた市民局の中に、市民協

働部を設け、市民協働推進課、市民生活課、男女共

同参画課、消費生活センターの４つの課をおきまし

た。いずれも、市民のみなさんの主体的な参画によっ

て、初めて施策が前進し、課題が解決していくとい

う分野の事業ばかりです。

　みどりと風の会や後援会のみなさんも、ぜひ、市

民協働部にご注目いただき、「もっと、こうしたら

いいのではないか」「これからは、こういう施策が

必要ではないか」等々、たくさんのご意見をいただ

ければと思います。

　さて、ここで、今、仙台が直面している課題につ

いて、ちょっと復習をしてみたいと思います。
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　一番の大きな課題は、日本全国どこでもそうです

が、少子高齢化の進展とそれによる人口減少社会の

到来です。現時点での仙台市の人口は、103万1904

人（Ｈ22年４月１日推計人口）で、おそらくここ数

年をピークとして仙台も人口減少局面に入ると予想

されています。すでに14歳以下の子どもたちの数は、

昭和60年をピークに、平成21年では138,088人で約

30％少なくなっています。一方高齢者の方は、年々

増加の一途をたどり、70歳以上の方は、この10年で

約48,000人増えております。（下図参照）

減となって現れるほか、長期的には、税収の減をも

たらし、市の財政を脅かす要素ともなってきます。

　また、人口は、仙台市内で、均一に減少している

わけではありません。みなさんもすでにご承知のよ

うに、鉄軌道の駅の周辺、新田、岩切、愛子、落合、

富沢、南仙台等では、若い子育て世代が流入し、周

辺の小中学校の児童・生徒や保育所の待機児童数の

増が顕著になっておりますし、一方、昭和30年代か

ら40年代に開発された旧市街地の外縁部の丘陵地帯

に点在する団地郡は、急激な高齢化の波に見舞われ

ており、団地内の商店の廃業にともなう日常の買い

物の場の消失や地域の足の確保の困難といった事態

に直面しています。仙台の街が、まるでレンコンの

ように、人口減と人口増がまだらに展開していると

いうことがおわかりいただけるかと思います。（次

ページ図参照）

　そうした長期的な課題を念頭においての、今年の

市政運営ですが、大きく二つの課題に向けて、力を

注いで行きたいと思っています。一つは、市民のみ

なさんの「安心を支える政策」。二点目は、これか

らの仙台の「まちの希望をつくる」施策です。

　まず ｢安心を支える政策｣ ですが、未来を創造す

る子どもたちを健やかに育む取り組みとして、認可

保育所の前倒し整備をはじめ、せんだい保育室や家

庭保育福祉員、幼稚園の預かり保育などの保育資源

を活用し、保育サービス拡充に努めていきます。加

えて子育て支援として、児童館の整備や地域と学校

が連携した放課後子ども教室の設置を進めるほか、

子どもたちが自立して生きていく力を身に付けられ

るよう、基礎となる教育の充実を図っていく予定で

す。さらに、暮らしの安心の実現を目指す取り組み

として、防災対策として、宮城県沖地震等の災害に

備え、消防ヘリコプターの更新を勧めるとともに、

地域と連携し災害時要援護者の支援体制の確立を図

　こうしてみると、仙台でも、生産年齢人口層（15

歳～ 64歳）は、すでに減少してきていたことがわ

かります。生産年齢人口の減は、目に見えるところ

では、毎日の地下鉄やバスなどの定期券の利用者の
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るなど、災害対応力を強化してまいります。

　二点目の「まちの希望をつくる」施策とは、言い

換えれば、これからの仙台の進むべき道を探る取り

組みともいえます。まず、仙台の未来を描く「総合

計画」の策定があります。また、同じく杜の都の環

境プランも議決を要する大切な計画です。地下鉄東

西線の開業を見据えた機能集約型都市の形成を促進

する都市交通体系の再構築、道路、橋、市民利用施

設等、都市のインフラの老朽化に対応する総合マネ

ジメントプランも検討を加速しなければなりません。

　こうしたさまざまな施策を展開していくために

は、仙台市の能力もさらにレベルアップしていくこ

とが求められます。去る３月に策定した「仙台市行

財政改革プラン2010」においても、市役所の自己変

革として、１．多面的・機動的に活動できる職員へ

の進化、２．縦割りの弊害を排除した効率的な組織

運営を掲げていますが、私は、仙台市の職員は、潜

在的には、おしなべて高い能力を持っていると考え

ております。たとえば、昨年１年間の業務改善・意

見提案には17件の応募があり、うち５件が３級と４

級に認定され、褒章を受けました。また、総合計画

への職員意見提案にも、22の部局から、主事から理

事・局長クラスまで185件の提案がありました。こ

うした市の職員の能力にさらに磨きをかけ、しっか

りしたヴィジョン、方向性のもとに、力を結集して

いくことが、まちづくりの大きな駆動力になるもの

と考えております。

　まずは、その第一歩として、前例を踏襲するので

はなく、自分の頭で考え、自分の言葉で語ることを

目指していきたいと思っています。

　仙台のこれからのまちづくりを進めるに当たって

は、いくつもの課題やハードルがありますが、仙台

市役所全体が常に“うさぎの耳”を持ち、市民の皆さ

んと力強いタッグを組んでいくことで、新しい風を

杜の都へ吹き込むことができると確信しています。
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で算出。
※２：住居表示が変更された地区については１部データが不

整合の箇所がある（新田東地区など）。

�な�������の人口増�地区

�な��住�地の人口増�地区

●人口密度（人／ha）の増減値分布図

（平成１０年から平成１８年の変化）

仙台市都市整備局より

地域の���化

地域課題の多様化・複雑化
（注）※１：人口密度は，【住民基本台帳ベース人口／大字面積値】

で算出。
※２：住居表示が変更された地区については１部データが不

整合の箇所がある（新田東地区など）。

�な�������の人口増�地区

�な��住�地の人口増�地区

●人口密度（人／ha）の増減値分布図

（平成１０年から平成１８年の変化）

仙台市都市整備局より

地域の���化



だより

仙台みどりと風の会だより

ホームページをリニューアルしました！

URL　 http://www.okuyama-emiko.net

事務所

〒982-0011
仙台市太白区長町6丁目13-8-408　Tel・Fax 022-233-4550

⃝仙台みどりと風の会
　仙台みどりと風の会は、新しい仙台のために風を

起こしたいという思いをともにする市民が集って誕

生した政治団体です。「安心して子育ての出来る市

政を」「若者が希望を持てるまちに」「元気な商店街

を再興したい」など、私たち100万市民の声を実現

するためには「対話」と「納得」そして「実行」と

いう３つのステップが不可欠であるということを基

本として活動してまいりました。

　私たちがこれからの市政に求めているのは、「人

とひと、心とこころをつなぎ、新時代の仙台をひら

くこと」です。新しい市政実現のために活動する仙

台みどりと風の会へのご理解とご指導を賜りますよ

う、よろしくお願い申し上げます。

会　長　小関　忠夫（コセキ株式会社　代表取締役会長）

副会長　柴山　光由（フリーアナウンサー）

副会長　橋本紀代子（元仙台市教育委員長）

副会長　宮崎　正俊（アルゴソリューションズ株式会社

代表取締役社長）

⃝仙台杜の会
　仙台を活性化し、より良いまちづくり、ひとづく

り、ネットワークづくりを目的として、仙台杜の会

を設立いたしました。本会は、様々な活動を通じて

人と人が出会い、ふれ合うなかで地域を様々な角度

から見つめ、意見を集約しながら仙台市長と語り合

い、仙台市政に活かしてもらうための場づくりを行

う趣旨で設立されました。

会　長　大山健太郎（�アイリスオーヤマ　代表取締役社長）

奥山市長とともに活動し、議論を交わし、
奥山市長を支援する輪が広がっています！

副会長　嶋津　紀夫（島津商事　代表取締役社長）

副会長　佐藤　和子

幹事長　羽田野昌弘（有限会社エスケーシー

代表取締役社長）

事務局長　宮崎　友治（有限会社レイ建築設計事務所

代表取締役社長）

⃝仙台を元気にする会
　仙台を元気にする会は、奥山市長の政治活動を支

援することにより、市政の発展と市民生活の向上を

図り、あわせて会員相互の親睦を深めることを目的

として、５月26日に設立されました。まだ出来たて

のホヤホヤの会ですが、志を持つ会員との交流を広

げ、その輪を大切にしながら、仙台の将来的な発展

に寄与するよう活動してまいります。

会　長　安部　紀司（フクヤジャパン代表取締役社長）

副会長　荒井美和子（仙台睦商業協同組合理事長）

副会長　黒田　敬子（有限会社キャリアコム

代表取締役社長）

副会長　赤井沢孝子（株式会社赤井沢　代表取締役社長）

　奥山市長の政治団体である仙台みどりと風の会と各後
援団体をつなぐ総合事務局として、今井京子さんがお世
話役にあたることとなりました。それに伴い、事務局の
電話とFAXを設置いたしましたので、よろしくお願いい
たします。
　なお、不在にするときもありますので、予めご了承くだ
さい。

◆事務局通信◆

電話・FAX共通　022-233-4550


